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(57)【要約】
【課題】温度が変化した場合においても内視鏡に出射さ
れる出射光の光量が所定条件を満たす状態を維持できる
内視鏡用光源装置を提供する。
【解決手段】Ｒ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿Ｌ
Ｄ２７ＢのＲ，Ｇ，Ｂレーザ光は、分波器３１Ｒ，３１
Ｇ，３１Ｂを経て監視レーザ光と、走査型内視鏡側に照
射される照射レーザ光とに分岐し、分岐した監視レーザ
光の光量が、温度が変化した場合の分岐比の値を反映し
た監視光光量値となるように、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿Ｌ
Ｄ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７Ｂを発光させるＲ，Ｇ，Ｂ駆動
電流により制御することにより、照射レーザ光の光量を
所定の条件を満たす範囲内にする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１制御信号に応じて第１スペクトルの第１レーザ光を発光する第１発光素子と、
　第２制御信号に応じて第２スペクトルの第２レーザ光を発光する第２発光素子と、
　前記第１レーザ光と前記第２レーザ光が入射し、前記第１スペクトルと前記第２スペク
トルの合成スペクトルに基づくスペクトル成分を有するレーザ光を伝送して内視鏡に照射
光として出射すると共に、前記レ－ザ光の一部を所定の分岐比の強度を有する監視光とし
て出射するビームコンバイナと、
　前記ビームコンバイナの温度を測定するための温度測定部と、
　複数の温度における前記分岐比に係るパラメータを保持するメモリを有し、前記温度に
応じた前記パラメータに基づいて前記第１制御信号および前記第２制御信号を出力するこ
とにより、前記照射光の最大光量が所定の条件を満たすように制御を行う発光制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記監視光を受光し、前記監視光が前記所定の条件を含む監視条件を満たすか否かを監
視し、前記監視条件を満たさない場合は警告信号を発信する監視光受光部を更に有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記メモリは、２５０ｍｓ当たりの前記照射光の平均光量が５ｍＷを超えないように、
かつパルス点灯時の最高ピーク光量が３０Ｗを超えないように設定された前記パラメータ
を保持することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　R制御信号に応じて赤の波長領域内にピークを持つRスペクトルのRレーザ光を発するR発
光素子を更に有し、
　前記第１発光素子は、G制御信号に応じて緑の波長領域内にピークを持つGスペクトルの
Gレーザ光を発するG発光素子であり、
　前記第２発光素子は、B制御信号に応じて青の波長領域内にピークを持つBスペクトルの
Bレーザ光を発するB発光素子であり、
　前記ビームコンバイナは、
　前記Rレーザ光をR分岐比で分岐させてR監視光とR照射光を生成し、
　前記Gレーザ光をG分岐比で分岐させてG監視光とG照射光を生成し、
　前記Bレーザ光をB分岐比で分岐させてB監視光とB照射光を生成し、
　前記R監視光と前記G監視光と前記B監視光からなる前記監視光を射出し、
　前記R照射光と前記G照射光と前記B照射光を合波した前記照射光を射出し、
　前記メモリは、複数の温度における前記R分岐比に係るRパラメータと前記G分岐比に係
るGパラメータと前記B分岐比に係るBパラメータを保持し、
　前記発光制御部は、前記Rパラメータに基づいて前記R制御信号を出力し、前記Gパラメ
ータに基づいて前記G制御信号を出力し、前記Bパラメータに基づいて前記B制御信号を出
力することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　第１の温度において、前記Ｒ照射光、Ｇ照射光、及びＢ照射光における所定の光量にお
いてホワイトバランス状態に設定した場合、
　前記発光制御部は、前記第１の温度からの温度変化に対して、前記メモリに保持された
前記Rパラメータ、前記Gパラメータ、及び前記Bパラメータに基づいて、前記ホワイトバ
ランス状態からの変化を抑制するように前記Ｒ照射光、Ｇ照射光、及びＢ照射光の光量を
制御することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記メモリは、複数の温度における、前記Rレーザ光の発光強度に係るR強度パラメータ
、前記Gレーザ光の強度に係るG強度パラメータ、前記Bレーザ光の強度に係るB強度パラメ
ータ、を更に保持し、
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　前記発光制御部は、更に前記R強度パラメータの変化に応じて変化する前記R制御信号を
出力し、更に前記G強度パラメータの変化に応じて変化する前記G制御信号を出力し、更に
前記B強度パラメータの変化に応じて変化する前記B制御信号を出力することを特徴とする
請求項４に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記温度測定部は、前記ビームコンバイナ又は前記第１発光素子及び前記第２発光素子
の近傍に配置された温度センサにより構成されることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡用光源装置。
【請求項８】
　　前記温度測定部は、前記第１発光素子及び前記第２発光素子の近傍に配置された温度
センサにより構成され、前記温度センサにより測定された温度から前記ビームコンバイナ
の温度が推定されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項９】
　更に、前記温度測定部により測定された前記温度が閾値以上に変化したか否かを監視す
る温度監視部を備え、
　前記温度が閾値以上に変化した場合には、前記発光制御部は、前記閾値以上に変化した
場合の前記温度としての第１の温度及び変化前の温度としての第２の温度それぞれに対応
して値が変化する前記パラメータとしての第１パラメータ及び第２パラメータを前記メモ
リから読み出し、
　前記閾値以上に変化した場合の前記第１の温度における前記照射光の光量が、前記第２
の温度における、前記所定の条件を満たす範囲内で設定された前記照射光の光量と一致す
るように、前記第１発光素子及び前記第２発光素子がそれぞれ発光する前記第１レーザ光
及び前記第２レーザ光の各発光量を、前記第１パラメータ及び前記第２パラメータに基づ
く前記第１制御信号および前記第２制御信号により制御することを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１０】
　前記メモリは、複数の温度それぞれにおいて前記第１レーザ光及び前記第２レーザ光に
よる前記照射光の光量に対応した前記監視光の光量の設定目標値となる第１及び第２監視
光量値を格納し、
　前記発光制御部は、前記第１及び第２監視光量値と、該第１及び第２監視光量値にそれ
ぞれ対応する前記監視光の光量との減算値に対応した前記第１制御信号および前記第２制
御信号により、前記減算値が０となるように前記第１発光素子及び前記第２発光素子の発
光量を制御することを特徴とする請求項９に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１１】
　更に、前記温度測定部により測定された前記温度が閾値以上に変化したか否かを監視す
る温度監視部を備え、
　前記温度が閾値以上に変化した場合には、前記発光制御部は、前記閾値以上に変化した
場合の前記温度としての第１の温度及び変化前の温度としての第２の温度それぞれに対応
して値が変化する前記パラメータとしての第１パラメータ及び第２パラメータを前記メモ
リから読み出し、
　前記閾値以上に変化した場合の前記第１の温度における前記照射光の光量が、前記第２
の温度における、前記所定の条件を満たす範囲内で設定された前記照射光の光量と一致す
るように、前記Ｒ発光素子、前記Ｇ発光素子及び前記Ｂ発光素子がそれぞれ発光する前記
Ｒレーザ光、前記Ｇレーザ光及び前記Ｂレーザ光の各発光量を、前記第１パラメータ及び
前記第２パラメータに基づく前記Ｒ制御信号、前記Ｇ制御信号及び前記Ｂ制御信号により
制御することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項１２】
　前記メモリは、複数の温度それぞれにおいて前記Ｒレーザ光、前記Ｇレーザ光及び前記
Ｂレーザ光による前記照射光の各光量に対応した前記監視光の光量の設定目標値となるＲ
，Ｇ，Ｂ監視光量値を格納し、
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　前記発光制御部は、前記Ｒ，Ｇ，Ｂ監視光量値と、該Ｒ，Ｇ，Ｂ監視光量値に対応する
前記監視光の光量との減算値にそれぞれ対応した前記Ｒ制御信号、前記Ｇ制御信号及び前
記Ｂ制御信号により、前記減算値が０となるように前記Ｒ発光素子、前記Ｇ発光素子及び
前記Ｂ発光素子の各発光量を制御することを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡用光源
装置。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、走査型内視鏡にレーザ光を出射する内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野等において撮像素子を用いた内視鏡が広く普及しているが、近年、光源装置で
発生したレーザ光を光ファイバにより導光し、検査部位に照射されるレーザ光を走査する
走査型内視鏡が種々提案されている。走査型内視鏡においては、光ファイバを用いること
により、挿入部を細径化でき、細径の管状部位に挿通して観察、検査をすることができる
メリットを有する。 
　この場合、レーザ光を用いるために、光源装置から、光源装置の外部となる走査型内視
鏡に出射されるレーザ光の最大光量と一定時間内における総光量がレーザ安全規格を満足
しなければならない。 
　例えば、従来例としての特開２０１５－１９８１６号公報は、第５実施の形態（図７）
において、半導体光源から射出した赤色、緑色、青色のレーザ光が合波器により合波し、
合波されたレーザ光の出力全体に比例する一部分を分波器により分離し、分離された出力
の一部の光量を光量モニタにより検出し、光量モニタの出力をシステムコントローラに出
力し、システムコントローラは、内視鏡におけるレーザ光を導光する光ファイバに出力さ
れるレーザ光（照明光）の強度を監視する。そして、レーザ安全規格を満たすように照明
光の強度を維持する内容を開示している。また、この従来例は、本体接続部に温度センサ
を設け、温度センサの出力をシステムコントローラに出力し、システムコントローラは、
本体接続部の温度管理を可能にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１９８１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来例は、分波器により分波された光量をモニタすることにより、分波される前の
総光量がレーザ安全規格を満たすように制御することを開示しているが、分波器は、温度
変化により、分岐比（分離比）が変化することが知られている。このため、上記従来例で
は、分岐器周辺の温度を一定に維持する温度調整する温度調整装置が必要になってしまい
、温度調整装置のためにコストが上昇してしまう。このため、温度調整装置を必要としな
いで、温度が変化した場合においても内視鏡に出射される照明光の光量（強度、又はパワ
ー）がレーザ安全規格の所定の条件を満たすように制御する構成が望まれる。 
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、温度が変化した場合においても内視鏡に
出射される出射光の光量が所定条件を満たす状態を維持できる内視鏡用光源装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡用光源装置は、第１制御信号に応じて第１スペクトルの第１レ
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ーザ光を発光する第１発光素子と、第２制御信号に応じて第２スペクトルの第２レーザ光
を発光する第２発光素子と、前記第１レーザ光と前記第２レーザ光が入射し、前記第１ス
ペクトルと前記第２スペクトルの合成スペクトルに基づくスペクトル成分を有し、伝送し
たレーザ光を伝送して内視鏡に照射光として出射すると共に、前記レーザ光の一部を所定
の分岐比の強度を有する監視光を出射するビームコンバイナと、前記ビームコンバイナの
温度を測定するための温度測定部と、複数の温度における前記分岐比に係るパラメータを
保持するメモリを有し、前記温度に応じた前記パラメータに基づいて前記第１制御信号お
よび前記第２制御信号を出力することにより、前記照射光の最大光量が所定の条件を満た
すように制御を行う発光制御部と、を有する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、温度が変化した場合においても内視鏡に出射される照明光の光量がレ
ーザ安全規格の所定の条件を満たす状態を維持できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は走査型内視鏡装置の全体構成を示す図。
【図２】図２は本発明の内視鏡用光源装置の第１の実施形態の光源ユニットの構成を示す
図。
【図３Ａ】図３Ａは分波器周辺の光ファイバを示す図。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａにおける分波器から離間した溶融延伸されていない基端側部
分での光ファイバの横断面を示す図。
【図３Ｃ】図３Ｃは、図３Ａにおける分波器での光ファイバの横断面を示す図。
【図４】図４はメモリに格納された複数の温度における分波器の分岐比の情報を表形式で
示す図。
【図５】図５はメモリに格納された目標発光量の情報を表形式で示す図。
【図６】図６は第１の実施形態の処理を示すフローチャート。
【図７Ａ】図７Ａは第１の実施形態における複数の温度と、ＲＧＢ分岐比の値を光量して
設定されるＲＧＢ監視光量値とを関連付けて格納したテーブルを示す図。
【図７Ｂ】図７Ｂは図７Ａに対応して、複数の温度と、ＲＧＢ分岐比の値を光量して設定
されるＲＧＢ監視光量値とを関連付けて格納したテーブルを示す図。
【図８Ａ】図８Ａはメモリに格納される温度に関連付けられたＲＧＢ駆動電流のテーブル
を示す図。
【図８Ｂ】図８Ｂはメモリに格納される温度に関連付けられた基準温度の場合のＲＧＢ駆
動電流の倍率値のテーブルを示す図。
【図９】図９は本発明の第２の実施形態の光源ユニットの構成を示す図。
【図１０】図１０は複数の温度と対応するＲＧＢ分岐比とＲＧＢ発光量変化倍率の値を格
納したルックアップテーブルを示す図。
【図１１】図１１は複数の温度におけるＲＧＢ分岐比を考慮したＲＧＢ駆動電流の値を格
納したルックアップテーブルを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
（第１の実施形態）
　図１に示すように走査型内視鏡装置１は、照射光（又は照明光）を走査する走査型内視
鏡２と、この走査型内視鏡２が着脱自在に接続され、内視鏡用光源装置を形成する第１の
実施形態の光源ユニット３を内蔵した本体装置（又は走査型内視鏡制御装置）４と、本体
装置４により生成した画像信号の画像を表示する表示装置５とを有する。 
　光源ユニット３の光コネクタ６から出射される照射光は、光コネクタ６に接続される走
査型内視鏡２の導光部を形成する光ファイバ７の基端に入射される。光ファイバ７は、そ
の基端に入射された照射光を導光（又は伝送）して、先端面から（図示しない）レンズを
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経て出射し、出射される照射光は被検体８に照射される。 
　走査型内視鏡２の先端部２ａ内には、駆動信号が印加されることにより、光ファイバ７
の先端を長手方向と直交する２方向に揺動する走査部（又はスキャナ）９が設けられてい
る。また、揺動された光ファイバ７の先端から出射される照射光は、被検体８上を渦巻き
状の軌跡に沿って走査する。 
　本体装置４内に設けられた駆動信号生成ユニット１０は、生成した駆動信号を駆動線１
１を介して走査部９に印加する。
【０００９】
　被検体８から反射された反射光は、受光用光ファイバ１２の先端面に入射され、先端面
に入射された反射光は、その基端に導光（伝送）され、基端から信号光（又は検出光）と
して出射される。基端から出射される信号光は、基端に対向して配置された本体装置４内
に設けられた信号光検出ユニット１３の光検出器１４により受光され、光電変換される。
光検出器１４により光電変換された検出信号は、更に図示しないＡ／Ｄ変換器により、デ
ジタルの検出信号に変換された後、コントローラ１５内の画像生成回路１６に入力される
。 
　画像生成回路１６は、入力された検出信号から、被検体８を渦巻き状の軌跡に沿って走
査した場合の画像信号を生成し、生成した画像信号を表示装置５に出力する。 
　なお、画像生成回路１６は、被検体８が白色である場合には、表示装置５に表示される
画像が白色となるように、ホワイトバランスの調整を行うホワイトバランス調整回路（図
１ではＷＢ調整回路と略記）１６ａを有する。ホワイトバランス調整回路１６ａは、カラ
ーの画像信号を形成する赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の画像信号成分（色信号）をそれ
ぞれ増幅する（ゲイン可変の）アンプのゲインを調整することにより、ホワイトバランス
の状態に調整する。
【００１０】
　図２は、光源ユニット３の詳細な構成を示す。光源ユニット３は、Ｒ，Ｇ，Ｂの各波長
領域内のレーザ光を光源ユニット３内でそれぞれ発生するピグテイルレーザダイオードユ
ニット（ピグテイルＬＤユニットと略記）２１と、ピグテイルＬＤユニット２１からのＲ
レーザ光、Ｇレーザ光、Ｂレーザ光を導光（伝送）して照射光と監視光とを出射する光コ
ンバイナ２２と、（光源ユニット３内で出射される）監視光を受光する監視光受光器２３
と、光コンバイナ２２近傍の温度を測定するための温度測定回路２４と、温度測定回路２
４による温度に応じて、ピグテイルＬＤ２１が発生（発光）する光量を制御する発光制御
回路２５と、を有する。また、光源ユニット３は、光コンバイナ２２から照射光を出射す
る部分に、走査型内視鏡２の光ファイバ７の基端が着脱自在に接続される光コネクタ６を
有する。なお、図２では、監視光受光器２３が光コンバイナ２２の外側に配置された構成
例を示しているが、２点鎖線で示すように光コンバイナ２２が監視光受光器２３を含む構
成にしても良い。 
　また、ビームコンバイナを形成する光コンバイナ２２は、照射光を光源ユニット３の外
部に出射するが、監視光に関しては光源ユニット３内の監視光受光器２３に出射する。そ
のため、監視光は、光源ユニット３の外部には出射されない（このため、光コンバイナ２
２から出射される照射光の光量（パワー又は強度）が、レーザ安全規格の条件を満たすよ
うに設定される）。
【００１１】
　ピグテイルＬＤユニット２１は、Ｒレーザ光、Ｇレーザ光、Ｂレーザ光をそれぞれ出射
するＲピグテイルＬＤ２６Ｒ、ＧピグテイルＬＤ２６Ｇ，ＢピグテイルＬＤ２６Ｂを有す
る。 
　また、ＲピグテイルＬＤ２６Ｒは、Ｒの波長領域内にスペクトルを持つＲレーザ光を発
生するＲ発生素子としてのＲ＿ＬＤ２７Ｒと、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒが発生したＲレーザ光を集
光するレンズ２８Ｒと、レンズ２８Ｒにより集光されたＲレーザ光が基端に入射される導
光用の光ファイバ２９Ｒと、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒ、レンズ２８Ｒと光ファイバ２９Ｒとを接続
する接続部材としてのピグテイル３０Ｒとを有する。 
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　ＧピグテイルＬＤ２６Ｇと、ＢピグテイルＬＤ２６ＢもＲレーザ光を、Ｇの波長領域内
にスペクトルを持つＧレーザ光、Ｂの波長領域内にスペクトルを持つＢレーザ光に置換し
た構成となる。 
　従って、Ｊ＝Ｒ，Ｇ，ＢのＪを用いると、ＪピグテイルＬＤ２６Ｊは、Ｊの波長領域内
にスペクトルを持つＪレーザ光を発生するＪ発生素子としてのＪ＿ＬＤ２７Ｊと、Ｊ＿Ｌ
Ｄ２７Ｊが発生したＪレーザ光を集光するレンズ２８Ｊと、レンズ２８Ｊにより集光され
たＪレーザ光が基端に入射される導光用の光ファイバ２９Ｊと、Ｊ＿ＬＤ２７Ｊ、レンズ
２８Ｊと光ファイバ２９Ｊとを接続する接続部材としてのピグテイル３０Ｊとを有すると
も表現できる。
【００１２】
　Ｊ＿ＬＤ２７Ｊとレンズ２８Ｊとを一体化した構成にしても良い。なお、ピグテイルは
、Ｊ＿ＬＤ２７Ｊ（及びレンズ２８Ｊ）と光ファイバ２９Ｊとを接続する接続部材を呼ぶ
。 
　光ファイバ２９Ｒ，２９Ｇ，２９Ｂは、それぞれ基端に入射されたＲレーザ光、Ｇレー
ザ光、Ｂレーザ光を先端面側に導光する。光ファイバ２９Ｒ，２９Ｇ，２９Ｂは、光コン
バイナ２２内の分波器３１Ｒ、３１Ｇ，３１Ｂにおいて、基端に入射されたＲレーザ光、
Ｇレーザ光、Ｂレーザ光が、それぞれのスペクトルは変化しないで所定の光量比（強度比
又はパワー比）となる２つのレーザ光に分波又は分岐される。 
　具体的には、分波器３１Ｒは、入射されたＲレーザ光を、分岐した場合の光量（又は強
度）比としての分岐比ｎ＿Ｒの監視レーザ光（監視光とも言う）Ｍ＿Ｒと、１－ｎ＿Ｒと
なる分岐比の照射レーザ光（照射光とも言う）Ｉ＿Ｒとに分岐する。 
　分波器３１Ｒを経て光ファイバ２９Ｒにより導光される照射レーザ光Ｉ＿Ｒは、第１の
合波器３２Ａに入射される。分波器３１Ｒを経て光ファイバ３３Ｒにより導光される監視
レーザ光Ｍ＿Ｒは、監視光受光器２３に入射される。
【００１３】
　また、分波器３１Ｇは、光ファイバ２９Ｇの基端に入射されたＧレーザ光を分岐比ｎ＿
Ｇの監視レーザ光（監視光とも言う）Ｍ＿Ｇと、１－ｎ＿Ｇとなる分岐比の照射レーザ光
（照射光とも言う）Ｉ＿Ｇとに分岐する。分波器３１Ｇを経て光ファイバ２９Ｇにより導
光される照射レーザ光Ｉ＿Ｇは、第１の合波器３２Ａに入射される。分波器３１Ｒを経て
光ファイバ３３Ｇにより導光される監視レーザ光Ｍ＿Ｇは、監視光受光器２３に入射され
る。 
　また、分波器３１Ｂは、光ファイバ２９Ｂの基端に入射されたＢレーザ光を分岐比ｎ＿
Ｂの監視レーザ光（監視光とも言う）Ｍ＿Ｂと、１－ｎ＿Ｂとなる分岐比の照射レーザ光
（照射光とも言う）Ｉ＿Ｂとに分岐する。分波器３１Ｂを経て光ファイバ２９Ｂにより導
光される照射レーザ光Ｉ＿Ｂは、第２の合波器３２Ｂに入射される。分波器３１Ｒを経て
光ファイバ３３Ｒにより導光される監視レーザ光Ｍ＿Ｒは、監視光受光器２３に入射され
る。 
　図３Ａは、例えば分波器３１Ｒ（周辺部）の構造の１例を示す。
【００１４】
　Ｒレーザ光を導光する光ファイバ２９Ｒは、分波器３１Ｒにおいて監視レーザ光Ｍ＿Ｒ
を導光するための光ファイバ３３Ｒと共に加熱を伴う溶融延伸により密着状態の光ファイ
バとなる。つまり、２つの光ファイバ２９Ｒ，３３Ｒは、分波器３１Ｒにおいて溶かした
状態で長手方向に延伸されて、被覆（クラッド）が（延伸前より）薄くなった状態で密着
されて、分波器３１Ｒが形成される。なお、図３Ａにおいて点線で示すように分波器３１
Ｒの左側の光ファイバ３３Ｒは、（監視レーザ光Ｍ＿Ｒの導光に用いられない部分となる
ため）溶融延伸後において、除去される。 
　図３Ｂに示すように、分波器３１Ｒから離間した溶融延伸されていない基端側部分での
光ファイバ２９Ｒは、コア３４ａが所定の肉厚の被覆（クラッド）３４ｂにより被覆され
ているが、光ファイバ３３Ｒと共に溶融延伸された分波器３１Ｒにおいては、図３Ｃに示
すように、特に被覆３４ｂの肉厚が薄くなった状態で密着する。 



(8) JP 2017-158634 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

　被覆３４ｂが薄くなっているため、光ファイバ２９Ｒにより、図３Ａにおける左側（基
端側）から右側に導光されるＲレーザ光は、分波器３１Ｒにおいて、その一部が光ファイ
バ３３Ｒ側に漏れ移り、監視レーザ光Ｍ＿Ｒが生成される。漏れ移る割合は、被覆３４ｂ
の厚み（肉厚）に依存する。また、漏れ移る割合は、温度や、波長などにも依存する。
【００１５】
　また、分波器３１Ｒを経た光ファイバ２９Ｒは、監視レーザ光Ｍ＿Ｒの分岐比ｎ＿Ｒの
光量だけ減少した（つまり、）１－ｎ＿Ｒとなる分岐比の照射レーザ光Ｉ＿Ｒを、第１の
合波器３２Ａに導光する。 
　図３Ａ－図３Ｃにより分波器３１Ｒの構成を説明したが、分波器３１Ｇ，３１Ｂも同様
の構成である。 
　第１の合波器３２Ａは、光ファイバ２９Ｒにより導光された照射レーザ光Ｉ＿Ｒと、光
ファイバ２９Ｇにより導光された照射レーザ光Ｉ＿Ｇとを合波して、光ファイバ３５によ
り合波した照射レーザ光Ｉ＿ＲＧを第２の合波器３２Ｂに導光する。 
　第１の合波器３２Ａは、分波器３１Ｒのように溶融延伸などを利用して、入射される２
つの照射レーザ光Ｉ＿Ｒ，Ｉ＿Ｇを合波する。 
　第２の合波器３２Ｂは、光ファイバ３５により導光された照射レーザ光Ｉ＿ＲＧと、光
ファイバ２９Ｂにより導光された照射レーザ光Ｉ＿Ｂとを合波して、照射レーザ光Ｉ＿Ｒ
ＧＢを生成する。
【００１６】
　第２の合波器３２Ｂも、入射される２つの照射レーザ光Ｉ＿ＲＧ，Ｉ＿Ｂを合波する。
 
　なお、第１の合波器３２Ａと、第２の合波器３２Ｂとの２つの合波器を用いることなく
、光ファイバ２９Ｒ，２９Ｇ，２９Ｂによりそれぞれ導光された照射レーザ光Ｉ＿Ｒ，Ｉ
＿Ｇ，Ｉ＿Ｂを１つの合波器により合波して、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを生成するように
しても良い。 
　また、第２の合波器３２Ｂは、生成した照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを光ファイバ３６によ
り、光コネクタ６に導光する。光コネクタ６は、光ファイバ３６の先端部分を保持すると
共に、光ファイバ３６の先端面に対向し、光ファイバ７の入射端となる基端が挿入される
凹部を有する。そして、凹部に光ファイバ７の基端が挿入された状態においては、合波器
３２Ｂにおいて合波された照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを、該照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの出射
部（又は出射面）を形成する光ファイバ３６の先端面から、対向する光ファイバ７の基端
面に入射する。
【００１７】
　なお、光ファイバ３６の先端面部分と、光ファイバ７の基端部分とには、平行なビーム
に整形する屈折率分布型レンズとしてのグリンレンズがそれぞれ設けられている（図示略
）。両グリンレンズを設けることにより、（先端面と基端面とが接触しない非接触な状態
においても）光ファイバ３６の先端面から出射される照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを、走査型
内視鏡２における照射光の導光部としての光ファイバ７の基端面（入射面）に効率良く伝
送できるようにしている。 
　なお、本実施形態において、光源ユニット３は、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ
＿ＬＤ２７Ｂをそれぞれ、間欠的にパルス発光させたＲ，Ｇ，Ｂレーザ光を、走査型内視
鏡２の光ファイバ７に出射する。なお、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７
ＢをＲＧＢ＿ＬＤ２７又はＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７と略記する。 
　また、光源ユニット３は、発光のタイミングが異なるＲ，Ｇ，Ｂレーザ光を、照射レー
ザ光Ｉ＿ＲＧＢとして、順次出射する。 
　上記監視光受光器２３には、光ファイバ３３Ｒ、３３Ｇ，３３Ｂによりそれぞれ導光さ
れ、それぞれの端面から出射される監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｍ＿Ｇ、Ｍ＿Ｂが入射される。
なお、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｍ＿Ｇ、Ｍ＿Ｂを、監視レーザ光Ｍ＿ＲＧＢ又はＭ＿Ｒ，Ｇ
，Ｂと略記する。
【００１８】
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　監視光受光器２３は、光ファイバ３３Ｒ、３３Ｇ，３３Ｂの出射面となる端面から出射
される監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂをレンズ３７により集光して光検出器３８ｒ，３８ｇ
，３８ｂでそれぞれ受光する。そして、光検出器３８ｒ，３８ｇ，３８ｂは、光電変換し
た監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂをそれぞれ発光制御回路２５に出力する。光検出器３
８ｒ，３８ｇ，３８ｂは、それぞれ監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量（値）に対応して
信号レベルが変化する監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂを発光制御回路２５に出力する。
 
　なお、図２において点線で示すように（監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ導光す
る）光ファイバ３３Ｒ、３３Ｇ，３３Ｂは、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの近傍に配置
された１つの監視用基板３９に設けられている。 
　また、監視用基板３９には、その温度を測定（検出）するサーミスタ等の温度センサ４
０が設けられており、温度センサ４０により測定された温度に対応する情報は、温度測定
回路２４に入力される。
【００１９】
　温度測定回路２４は、温度センサ４０により測定された温度に対応する情報を、温度の
情報に変換して、発光制御回路２５に出力する。なお、温度センサ４０により測定された
温度に対応する情報を、発光制御回路２５に出力し、発光制御回路２５が温度センサ４０
の出力信号から温度の情報に変換する機能を持つようにしても良い。 
　Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７のＲ，Ｇ，Ｂレーザ光がそれぞれ入射される分波器３１Ｒ，３１
Ｇ，３１Ｂは、温度が変化すると（Ｒ，Ｇ，Ｂレーザ光が発光するスペクトルの波長が若
干変化することや被覆３４ｂの温度特性等により）分岐比の値が変化する（図４のＬＵＴ
４２参照）。そのため、温度が変化すると、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量も変化する。
また、温度変化によるＬＤ２７のＲ，Ｇ，Ｂレーザ光のスペクトル変化によっても、分岐
比の値が変化することが分かっている。 

　発光制御回路２５は、温度が変化した場合には、変化した温度における分岐比の情報を
参照して、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御する。 
　そして、発光制御回路２５は、温度が変化した場合においても光源ユニット３から、そ
の外部の走査型内視鏡２に出射される照射光（又は出射光）としての照射レーザ光Ｉ＿Ｒ
ＧＢの光量が、レーザ安全規格の所定の条件を満たすように制御する。
【００２０】
　換言すると、発光制御回路２５は、測定された各温度において、光源ユニット３から、
その外部の走査型内視鏡２に出射される照射光としての照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が
、レーザ安全規格の所定の条件を満たすように制御する。 
　発光制御回路２５は、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂに基づいて、ピグテイルＬＤユ
ニット２１を構成する３つの発光素子としてのＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を、それぞ
れ制御信号Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂにより制御する。 
　本実施形態の場合には、制御信号Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂは、それぞれＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７
を発光させる駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂとなる。 
　Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７は、それぞれ印加される駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂ
の値に応じて発光量が変化する。例えば、Ｒ＿ＬＤ２７Ｒは、印加される駆動電流Ｄｉ＿
Ｒの値が大きくなるに従って発光量が増大する。他のＧ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７Ｂも
同様の特性を持つ。 
　また、発光制御回路２５は、上記のように所定の条件を満たすように制御するため、制
御に必要なパラメータを含む情報を保持（又は格納）するメモリ４１を備える。このメモ
リ４１は、図４に示すような情報を予め格納している。
【００２１】
　メモリ４１は、温度により変化する３つの分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂにおける各分
岐比の情報をパラメータとして、例えばルックアップテーブル（ＬＵＴ）４２として保持
すると共に、レーザ安全規格の所定の条件を、温度とは無関係で満たすべき基本条件とな



(10) JP 2017-158634 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

る最大ピーク光量値４３と、所定時間（具体的には２５０ｍＳ）においての最大の平均光
量値（の情報）４４と、を予め格納している。 
　最大ピーク光量値４３、所定時間においての最大の平均光量値４４は、光源ユニット３
の光コンバイナ２２から走査型内視鏡２の光ファイバ７に出射される照射レーザ光Ｉ＿Ｒ
ＧＢが満たす最大値に相当する。なお、メモリ４１は、最大ピーク光量値４３として、例
えば３０Ｗ強の値、最大の平均光量値４４として、例えば５ｍＷの値を格納している。 
　図４に示すようにＬＵＴ４２は、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１ＢのＲ分岐比（ｎ＿Ｒ）
、Ｇ分岐比（ｎ＿Ｇ）、Ｂ分岐比（ｎ＿Ｂ）が、温度４０°Ｃの通常駆動時の温度として
、それぞれ０．３０，０．３０．０．３０が設計（設定）される。また、駆動直後の温度
としての例えば２５°Ｃにおいては、Ｒ分岐比（ｎ＿Ｒ）、Ｇ分岐比（ｎ＿Ｇ）、Ｂ分岐
比（ｎ＿Ｂ）が、それぞれ０．２０，０．１５．０．１０、となる。ＬＵＴ４２は、この
ように温度－Ｒ分岐比、Ｇ分岐比、Ｂ分岐比の情報（温度－ＲＧＢ分岐比の情報ともいう
）をパラメータとして格納している。なお、図４では、２５°Ｃ，４０°Ｃ以外の温度に
おけるＲＧＢ分岐比の具体的な値を省略している。
【００２２】
　このようにＬＵＴ４２は、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂにおける複数の温度と、複数
の各温度におけるＲＧＢ分岐比の情報をパラメータとして格納している。 
　（図２の構成から分かるように）照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量を直接、監視しないで
、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂにより、照射レーザ光
Ｉ＿ＲＧＢと分波（分岐）された監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量を監視して、Ｒ，Ｇ
，Ｂ＿ＬＤ２７、つまりＲ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７Ｂの発光量を制
御する。 
　上記の最大ピーク光量値４３と、（所定時間においての）最大の平均光量値４４の条件
は、温度が変化した場合においても、不変であるが、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂは、
温度が変化すると、図４のＬＵＴ４２に示すように分岐比の値が変化する。 
　そのため、本実施形態においては、発光制御回路２５は、初期状態において、分岐比の
値を参照して、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの最大ピーク光量値４３ａの場合における監視レ
ーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂにおける最大（監視）ピーク光量値４３ｃを算出する。
【００２３】
　そして、発光制御回路２５は、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの最大ピーク光量値が、（
照射光の）最大ピーク光量値４３の場合に対応する最大ピーク光量値４３ｃ未満となるよ
うに、（Ｒ，Ｇ，Ｂ発光素子を形成する）Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の最大ピーク光量値を制
御する。 
　このように制御することにより、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の最大ピーク光量値は、照射レ
ーザ光Ｉ＿ＲＧＢの最大ピーク光量値が、最大ピーク光量値４３ａ未満となる（所定の条
件となる２つの内の一方を満たす）ように設定（制御）できる。 
　同様に、発光制御回路２５は、初期状態の温度において、分岐比の値を参照して、照射
レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの最大の平均光量値４４ａの場合における監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，
Ｂにおける最大の平均（監視）光量値４４ｃを算出する。 
　そして、発光制御回路２５は、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの最大の平均光量値が、最
大の平均光量値４４ｃ未満となるように、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の最大の平均光量値を制
御する。 
　このように制御することにより、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の最大の平均光量値は、照射レ
ーザ光Ｉ＿ＲＧＢの最大の平均光量値が、最大の平均光量値４４ａ未満となる（所定の条
件となる２つの内の他方を満たす）ように設定（制御）できる。
【００２４】
　上記のようにメモリ４１は、最大ピーク光量値４３として３０Ｗ強、最大の平均光量値
４４として、５ｍＷの値を格納しても良いが、発光量の制御を、厳密性（精度）を若干、
緩和して行うことができるように、メモリ４１は、３０Ｗ強よりもΔ１（例えば０．３Ｗ
程度）だけ小さい値、５ｍＷよりもΔ２（例えば０．５ｍＷ）だけ小さい値を格納するよ
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うにしても良い。 
　また、メモリ４１は、例えば初期状態において、設定されるＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発
光量としての初期状態の発光量（初期状態のＲ発光量、Ｇ発光量、Ｂ発光量）４５を格納
しても良い。なお、初期状態においては、ホワイトバランスの調整が行われる。このため
、初期状態の発光量は、ホワイトバランス調整後の発光量とも言える。また、ホワイトバ
ランス調整は、初期状態の温度において行われるので、初期状態の発光量は、初期状態の
温度での発光量ともなる。 
　発光制御回路２５は、上記メモリ４１に格納された情報を参照して、Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＬＤ
２７の発光量を、それぞれ制御信号Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂにより制御する。なお、制御信号Ｃ
ｒ，Ｃｇ，Ｃｂは、前述のように駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂにより形成され
る。
【００２５】
　発光制御回路２５は、初期状態の温度において、光コンバイナ２２から（走査型内視鏡
２の光ファイバ７に）出射される照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が、最大ピーク光量値４
３、最大の平均光量値４４未満となる（所定の条件を満たす）適切な光量とするように、
Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＬＤ２７の初期状態の発光値４５をそれぞれ初期状態での制御信号Ｃｒ，Ｃ
ｇ，Ｃｂにより設定（調整）し、メモリ４１に格納する。 
　調整後は、温度が変化しても照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が、適切な光量から変化し
ないようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量監視に
より制御する。このため、例えば、通常駆動時の温度になった場合においての照射レーザ
光Ｉ＿ＲＧＢの光量は、初期状態の温度の場合と同じ値を維持するように制御される。な
お、通常駆動時の温度において、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が適切な光量となるよう
にＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７を発光させた場合のＲ，Ｇ，Ｂ駆動電流を予め調べ、メモリ４１
に格納するようにしても良い。また、他の温度においても、同様に、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２
７を発光させた場合のＲ，Ｇ，Ｂ駆動電流を予め調べ、メモリ４１に格納するようにして
も良い（図８Ａ参照）。
【００２６】
　発光制御回路２５は、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量がレーザ安全規格となる所定の条
件を満たす状態を監視しつつ、所定の条件を満たす状態においての適正な光量を維持する
ような制御を行う。このような制御を行うために、発光制御回路２５は、例えば図５に示
す比較演算回路５１を有する。 
　比較演算回路５１は、（所定の条件を満たす範囲内で設定される）設定値に従って照射
レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が適切な光量となるようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制
御する第１の機能と、所定の条件（又はこれに近い条件）を満たすか否かを監視する第２
及び第３の機能とを有する。 
　第１の機能は、減算回路（又は差分回路）５２ｒ，５２ｇ，５２ｂを用いて構成され、
第２及び第３の機能は、第１比較回路５３ｒ，５３ｇ，５３ｂ及び第２比較回路５５を用
いて構成される。 
　また、比較演算回路５１は、後述するように、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂの時間
的な変化を監視し、例えば温度が変化していない場合において、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓ
ｇ，Ｓｂが閾値以上に変化した場合には、許容される監視条件から逸脱すると判定し、警
告信号やエラー信号を発生する監視機能を有する。
【００２７】
　比較演算回路５１を構成する減算回路５２ｒ，５２ｇ，５２ｂと第１比較回路５３ｒ，
５３ｇ，５３ｂの一方の入力端には、（監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｇ，Ｂを受光し、光電変換
した）監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂがそれぞれ印加され、他方の入力端には（計測さ
れた温度に応じて設定される）第１監視光量値５４ａと第２監視光量値５４ｂがそれぞれ
印加される。第１監視光量値５４ａ、第２監視光量値５４ｂ及び後述する第３監視光量値
５４ｃは、比較演算回路５１内部のレジスタ（又はメモリ）に格納される。 
　また、第２比較回路５５の一方の入力端には、加算回路５６ａにより監視光検出信号Ｓ
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ｒ，Ｓｇ，Ｓｂを加算し、更に所定時間で平均化を行う平均化回路５６ｂを通した平均値
の信号が印加され、他方の入力端には（計測された温度に応じて設定される）第３監視光
量値５４ｃが印加される。 
　減算回路５２ｒ，５２ｇ，５２ｂにより第１監視光量値５４ａから監視光検出信号Ｓｒ
，Ｓｇ，Ｓｂが減算された減算信号は、それぞれ駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７
ｂに入力され、駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂは、減算回路５２ｒ，５２ｇ，
５２ｂの出力信号（減算信号）に応じた駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂを、それ
ぞれＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７に印加し、それぞれの発光量を制御する。
【００２８】
　なお、第１監視光量値５４ａは、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｇ，Ｂの光量の設定目標値に相
当する。そして、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｇ，Ｂの光量を設定目標値になるように、駆動電
流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂは、減算信号に応じた駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，
Ｄｉ＿ＢによりＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御する。 
　例えば減算回路５２ｒの減算信号が０の場合には、駆動電流制御回路５７ｒは、その直
前の駆動電流Ｄｉ＿Ｒの値を維持し、０より大きくなった場合には、駆動電流Ｄｉ＿Ｒの
値を減少させ、０より小さくなった場合には、駆動電流Ｄｉ＿Ｒの値を増加させる。他の
減算回路５２ｇ，５２ｂも同様の動作となる。このようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量
が制御される。 
　また、第１監視光量値５４ａは、初期状態において、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値
の場合に対応した設定目標値であり、温度が変化して、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの
分岐比が変化した場合には、変化した分岐比を反映した第１監視光量値５４ａに設定され
る。
【００２９】
　また、第１比較回路５３ｒ，５３ｇ，５３ｂと第２比較回路５５とは、それぞれ比較し
た比較結果の信号を演算制御回路５８に出力する。 
　演算制御回路５８には、温度センサ４０により測定された温度の情報が入力される。演
算制御回路５８内の温度監視回路５８ａは、入力された温度が変化したか否かを監視する
。演算制御回路５８は、温度監視回路５８ａによる温度が（予め設定された）閾値以上に
変化した場合には、変化した温度に対応する分岐比を参照して、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の
発光量を駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂを介して調整（制御）する。 
　また、演算制御回路５８には、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂが入力され、演算制御
回路５８は、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂの時間的な変化を監視する。 
　上記のように第１監視光量値５４ａは、初期状態においては、初期状態の発光値４５又
は初期状態の照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値に対応する監視光量値となり、（その場合
の、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢが温度変化に対して一定の値を維持するように）、分波器３
１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比の値が温度により変化すると、第１監視光量値５４ａも変
化する。
【００３０】
　演算制御回路５８は、測定された温度に応じて変化する分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂ
の分岐比の値を参照して第１監視光量値５４ａを可変設定する。なお、温度が変化する前
における分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比の値も、温度変化後における第１監視光
量値５４ａの設定に参照される（例えば図７Ａ参照）。また、演算制御回路５８は、第２
監視光量値５４ｂ、第３監視光量値５４ｃも同様に可変設定する。 
　上記のように分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比の値に応じて可変設定される第１
監視光量値５４ａに一致するように駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂは、Ｒ，Ｇ
，Ｂ－ＬＤ２７の発光量を制御する。 
　一方、第２監視光量値５４ｂと第３監視光量値５４ｃとは、例えば初期状態において、
設定された初期状態の発光値４５と、この場合における最大の平均光量値４４とにそれぞ
れ対応する（監視光受光器２３により監視される）監視光量値となる。なお、初期状態の
発光値４５は、最大ピーク光量値４３未満に設定されるために、最大ピーク光量値４３か
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ら例えばΔ(＞Δ１)だけ小さい初期状態の発光値４５に相当する発光量に設定される。
【００３１】
　この場合においても、温度が変化すると分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比の値が
変化するために、初期状態の場合と同様に最大ピーク光量値４３、最大の平均光量値４４
未満となる条件を満たしているか否かを監視するための監視光量値となる。 
　演算制御回路５８は、第２比較回路５３ｒ，５３ｇ，５３ｂと第３比較回路５５とにお
ける一方の入力端に印加される信号が、他方の入力端に印加される監視光量値未満となる
比較信号の場合（つまり、所定の条件を満たす場合）には、第１比較回路（又は減算回路
）５２ｒ，５２ｇ，５２ｂの出力信号に応じて駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂ
を動作させる（ように制御する）。 
　これに対して、第２比較回路５３ｒ，５３ｇ，５３ｂと第３比較回路５５とにおける一
方の入力端に印加される信号が、他方の入力端に印加される監視光量値以上となる比較信
号の場合には、演算制御回路５８は、駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂが駆動電
流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂを強制的に減少させる動作を行うように制御する。
【００３２】
　この比較信号の状態になった直後の状態では、まだ所定の条件から逸脱しないで、所定
の条件の境界に近い状態となるように、第２，第３監視光量値を設定すると良い。 
　なお、この比較信号の状態になった場合には、演算制御回路５８は、警告信号を画像生
成回路１６に出力（発信）し、表示装置５において光源ユニット３の発光量がレーザ安全
規格の最大値に近い値になった旨や、レーザ安全規格の最大値に近い値になったために発
光量を強制的に低減した旨を表示するようにしても良い。 
　発光制御回路２５内に演算制御回路５８を設けた例を示しているが、監視光受光器２３
の内部に演算制御回路５８を設けても良い。また、図１において、２点鎖線で示すように
発光制御回路２５が（演算制御回路５８を内蔵した）監視光受光器２３を含む構成にして
も良い。
【００３３】
　本発明の内視鏡用光源装置を形成する本実施形態の光源ユニット３は、第１制御信号を
形成する制御信号（Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂの１つ）に応じて第１スペクトルの第１レーザ光を
発光する第１発光素子を形成するＲ＿ＬＤ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７Ｂの１
つ（例えばＧ＿ＬＤ２７Ｇ）と、第２制御信号を形成する制御信号（Ｃｒ，Ｃｇ，Ｃｂの
１つ）に応じて第２スペクトルの第２レーザ光を発光する第２発光素子を形成するＲ＿Ｌ
Ｄ２７Ｒ，Ｇ＿ＬＤ２７Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７Ｂの１つ（例えばＢ＿ＬＤ２７Ｂ）と、前記第
１レーザ光と前記第２レーザ光が入射し、前記第１スペクトルと前記第２スペクトルの合
成スペクトルに基づくスペクトル成分を有するレーザ光を伝送して内視鏡を形成する走査
型内視鏡２に照射光として出射すると共に、前記レ－ザ光の一部を所定の分岐比の強度を
有する監視光として出射するビームコンバイナを形成する光コンバイナ２２と、前記ビー
ムコンバイナの温度を測定するための温度測定部を形成する温度センサ４０及び温度測定
回路２４と、複数の温度における前記分岐比に係るパラメータを保持するメモリ４１を有
し、前記温度に応じた前記パラメータに基づいて前記第１制御信号および前記第２制御信
号を出力することにより、前記照射光の最大光量が所定の条件を満たすように制御を行う
発光制御部を形成する発光制御回路２５と、を有することを特徴とする。
【００３４】
　次に本実施形態の動作を図６のフローチャートを参照して説明する。 
　図１に示すように走査型内視鏡２を、光源ユニット３を備えた本体装置４に接続する。
そして、初期状態におけるＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７のＲ，Ｇ，Ｂ発光量を設定（決定）する
ために、最初のステップＳ１において発光制御回路２５は、温度センサ４０による温度の
情報を（温度測定回路２４を介して）取得する。 
　次のステップＳ２において発光制御回路２５は、メモリ４１（のＬＵＴ４２）から上記
の温度の場合の分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの各分岐比の値を取得する。 
　また、ステップＳ３において発光制御回路２５は、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの最大ピー
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ク光量値４３と、最大の平均光量値４４とをメモリ４１から読み出す（取得する）。また
、読み出した最大ピーク光量値４３と、最大の平均光量値４４とに対応するＲ，Ｇ，Ｂ＿
２７の最大ピーク光量値、最大の平均光量値の場合における監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂ
の光量値を算出する。 
　換言すると、発光制御回路２５は、最大ピーク光量値４３、最大の平均光量値４４に対
応する、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７と、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂと、における最大ピーク
光量値、最大の平均光量値をそれぞれ算出する。
【００３５】
　また、発光制御回路２５（の演算制御回路５８）は、算出した監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ
，Ｂにおける最大ピーク光量値と、最大の平均光量値とをそれぞれ第２監視光量値、第３
監視光量値としてレジスタに格納する。 
　そして、次のステップＳ４において発光制御回路２５は、第２監視光量値、第３監視光
量値未満の条件で、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７をパルス発光させる発光量となる初期状態の光
量値を設定する。この設定の際に、演算制御回路５８は、分岐比の値を用いて、監視レー
ザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂとして検出される場合の監視レーザ光量値を算出し、第１監視光量値
としてレジスタに格納する（後述する図７Ａでは、４０°Ｃの場合にはＭ１ｒ，Ｍ１ｇ，
Ｍ１ｂとなり、２５°Ｃでは係数を含めた値）。 
　次のステップＳ５においてホワイトバランス調整を行う。ホワイトバランス調整のため
に、基準となる白い被写体を用意し、発光制御回路２５は、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７を初期
状態の光量値でパルス発光させる。
【００３６】
　信号光検出ユニット１３は、白い被写体で反射された信号光を検出し、画像生成回路１
６は、画像信号を生成し、表示装置５に白い被写体の画像を表示する。画像生成回路１６
内のホワイトバランス調整回路１６ａは、画像信号におけるＲ，Ｇ，Ｂの色信号のレベル
が等しいホワイトバランス状態となるように、ホワイトバランス調整回路１６ａ内のアン
プのゲインを調整する。このようにして、ホワイトバランス調整が完了する。 
　なお、ホワイトバランス調整を行う場合、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発光量を変化させて行
うこともできる。 
　ホワイトバランス調整により初期状態におけるＲ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発光値が決定し、
メモリ４１に、初期状態の発光値４５として格納しても良い。 
　次のステップＳ６において、走査型内視鏡２を、検査対象の例えば体腔内に挿入し、体
腔内の被検体８を観察できるようにする。 
　次のステップＳ７において発光制御回路２５（内の演算制御回路５８内の温度監視回路
５８ａ）は、（温度センサ４０による）温度の情報を定期的に監視する。そして、次のス
テップＳ８において発光制御回路２５（内の演算制御回路５８）は、以前の温度から閾値
以上に温度が変化したか否かを判定する。
【００３７】
　ステップＳ８の判定処理において、温度が変化した判定結果の場合には、次のステップ
Ｓ９において発光制御回路２５は、ステップＳ２の場合と同様に変化した温度の場合の各
分岐比の値を取得する。 
　次のステップＳ１０において発光制御回路２５（内の演算制御回路５８）は、変化した
各分岐比の値を用いて第１監視光量値５４ａ、第２監視光量値５４ｂ、第３監視光量値５
４ｃを更新する。 
　例えば、初期状態の温度が２５°Ｃであり、その温度が上昇した場合には、分波器３１
Ｒ，３１Ｇ，３１ＢのＲＧＢ分岐比が（図４のＬＵＴ４２に示すように）大きくなるよう
に変化すると、その変化に対応して、第１監視光量値５４ａ、第２監視光量値５４ｂ、第
３監視光量値５４ｃが大きな値に更新される。 
　このように監視光量値が更新すると、変化した温度においても変化する前の温度の場合
と同様に、発光制御回路２５（内の演算制御回路５８）は、（光源ユニット３から走査型
内視鏡２の光ファイバ７に出射される）照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを、第２監視光量値５４
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ｂ、第３監視光量値５４ｃにより所定の条件を満たすか否かを定期的に監視する。
【００３８】
　また、所定の条件を満たすように、変化した温度においても、ステップＳ１１において
発光制御回路２５（内の演算制御回路５８）は、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢを、第１監視光
量値５４ａにより、初期状態の発光量を維持するようにＲ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発光量を制
御する。 
　次のステップＳ１２において発光制御回路２５は、ユーザとしての術者により検査を終
了する指示操作が行われたか否かを判定し、検査終了の指示操作が行われていない場合に
は、ステップＳ７の処理に戻る。検査終了の指示操作が行われた場合には、図６の処理を
終了する。 
　ステップＳ８の判定処理において温度が変化していない場合には、ステップＳ１３にお
いて発光制御回路２５（内の演算制御回路５８）は、監視光検出信号Ｓｒ，Ｓｇ，Ｓｂの
信号レベルの平均値の時間的な変化を監視する。次のステップＳ１４において発光制御回
路２５（内の演算制御回路５８）は、時間的な変化が許容される閾値以上か否かの判定を
行う。閾値以上の変化が無い判定結果の場合には、ステップＳ７の処理に戻る。 
　一方、閾値以上の変化が発生した判定結果の場合には、ステップＳ１５において発光制
御回路２５は、エラーが発生したと判定し、エラー発生の処理を行い、図６の処理を終了
する。発光制御回路２５は、例えばエラーが発生した場合には、エラー発生の信号を画像
生成回路１６に出力し、表示装置５は、エラー発生の表示を行う。
【００３９】
　このような動作を行う本実施形態は、温度変化により分波器３１Ｒ、３１Ｇ，３１Ｂの
分岐比の値が変化しても、内視鏡を形成する走査型内視鏡２に出射される出射光の光量が
所定条件を満たすように、分岐比の値の変化に応じて複数の発光素子の発光量を制御して
いる。 
　従って、本実施形態によれば、温度が変化した場合においても内視鏡に出射される照射
光の光量が所定条件を満たす状態を維持できる。 
　また、本実施形態によれば、温度により分岐比が変化する分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１
Ｂ等を一定の温度に保持するための温度制御装置を設けることを不要にできるので、温度
制御装置のためにコストアップすることを解消できる。 
　また、温度制御装置を不要にできるので、省エネルギー化できる。温度制御装置により
一定の温度に保つためには、実際の温度が（保持する）一定の温度よりも低い場合には加
熱のエンルギーが必要になり、また実際の温度が一定の温度よりも高い場合には冷却（吸
熱）する機能を有する高価なペルテェ素子等を駆動する必要がある。本実施形態によれば
、高価なペルテェ素子等が不要にできると共に、省エネルギー化できる。 
　また、本実施形態によれば、温度が変化した場合においても、走査型内視鏡２に出射さ
れる照射光の光量を維持するように制御するため、初期設定の際に、ホワイトバランス状
態に設定した場合には、（温度が変化しても）そのホワイトバランス状態を維持すること
ができる。 
　また、本実施形態は、一定の温度に保つ必要がないために、温度が大きく異なるような
温度環境においても使用することができる。
【００４０】
　また、本実施形態においては、（分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂを経て）出射される照
射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量を、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂにより分岐された監視レ
ーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量を監視することによって、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発光量をＲ
ＧＢ駆動電流（Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂ）により調整する。 
　このために、温度の変化により（ＲＧＢ駆動電流が一定でも）Ｒ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発
光量が変化する特性を持つ場合においても、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量を、適正な光
量を維持するようにＲ，Ｇ，Ｂ＿Ｄ２７の発光量を（ＲＧＢ駆動電流の調整により）制御
することができる。 
　なお、第１の実施形態における動作から分かるように、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量
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を、温度変化が発生した場合においても適切な（一定の）光量に維持するために、監視レ
ーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量を、温度変化に応じて可変設定される設定目標値に相当する
（光電変換された信号値としての）第１監視光量値となるように、ＲＧＢ駆動電流Ｄｉ＿
Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂを増減させる。 
　そのために、各温度において、設定される第１監視光量値を予めテーブル５９としてメ
モリ４１に格納しても良い。 
　図７Ａは、複数の温度それぞれにおいて設定されるＲＧＢ第１監視光量値のテーブル５
９の例を示す。
【００４１】
　図７Ａに示す例においては、例えば４０°ＣにおいてのＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値をそ
れぞれＭ１ｒ，Ｍ１ｇ，Ｍ１ｂとして示す。４０°ＣにおけるＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値
Ｍ１ｒ，Ｍ１ｇ，Ｍ１ｂは、同じ温度におけるＲ，Ｇ，Ｂ分岐比としての０．３．０．３
，０．３の値に応じて設定される。 
　温度が２５°Ｃの場合には、Ｒ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値は、それぞれ（０．２／０．３
）×（０．７／０．８）Ｍ１ｒ，（０．１５／０．３）×（０．７／０．８５）Ｍ１ｇ，
（０．１／０．３）×（０．７／０．９）Ｍ１ｂに設定される。なお、図７Ａは、４０°
Ｃを基準の温度として、２５°Ｃの場合の値を設定した例を示しているが、２５°Ｃを基
準の温度として、他の温度でのＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値を設定するようにしても良い。
 
　換言すると、１つの基準の温度Ｔ１において、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が、レー
ザ安全規格を満たし、更に観察等に適した適正な光量となるように、Ｒ，Ｇ，Ｂ第１監視
光量値を設定する。
【００４２】
　温度が例えばＴ２に変化した場合には、基準の温度Ｔ１でのＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値
に基づいて、温度Ｔ２でのＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値を設定する。このようにして、温度
が変化しても、Ｒ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値に基づいて、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量を
、適正な一定の光量となるように調整する。なお、図７Ａの例から分かるように温度Ｔ２
でのＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値は、温度Ｔ１と温度Ｔ２との各分岐比の値を考慮して設定
される。 
　図７ＡのようにＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値が設定されていると、例えば４０°Ｃにおい
て監視レーザ光Ｍ＿Ｒの光量がＲ第１監視光量値Ｍ１ｒになるように制御した場合の照射
レーザ光Ｉ＿Ｒの光量は、（０．７／０．３）Ｍ１ｒとなる。 
　温度が２５°Ｃに変化した場合には、監視レーザ光Ｍ＿Ｒの光量がＲ第１監視光量値（
０．２／０．３）×（０．７／０．８）Ｍ１ｒになるように制御した場合の照射レーザ光
Ｉ＿Ｒの光量は、その（０．８／０．２）倍となるために、（０．７／０．３）Ｍ１ｒと
なり、温度４０°Ｃの場合の照射レーザ光Ｉ＿Ｒの光量としての（０．７／０．３）Ｍ１
ｒと同じ値となる。つまり、温度が変化しても、温度の変化に応じて変化するＲ，Ｇ，Ｂ
分岐比を考慮して設定されるＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値を用いることにより、照射レーザ
光Ｉ＿ＲＧＢの光量が適切な光量を維持するように制御することができる。
【００４３】
　なお、図７Ａに従ってＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７を発光させた場合の発光量（発光強度）の
情報をメモリ４１に格納するようにしても良い。 
　図７Ｂは、図７Ａに対応したＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量（発光強度）のテーブル６
０を示す。テーブル６０では、温度が、例えば４０°Ｃでは、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発
光量をＬ＿Ｒ１，Ｌ＿Ｇ１，Ｌ＿Ｂ１として格納し、２５°ＣではＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７
の発光量をＬ＿Ｒ２，Ｌ＿Ｇ２，Ｌ＿Ｂ２として格納する。なお、Ｌ＿Ｒ１，Ｌ＿Ｇ１，
Ｌ＿Ｂ１は、Ｒ，Ｇ，Ｂレーザ光の発光量又は発光強度に係るパラメータ値となる。 
　Ｌ＿Ｒ１，Ｌ＿Ｇ１，Ｌ＿Ｂ１の各値は、図７ＡにおけるＲ，Ｇ，Ｂ第１監視光量値Ｍ
１ｒ、Ｍ１ｇ，Ｍ１ｂを用いると、それぞれＭ１ｒ＋（０．７／０．３）×Ｍ１ｒ，Ｍ１
ｇ＋（０．７／０．３）×Ｍ１ｇ，Ｍ１ｂ＋（０．７／０．３）×Ｍ１ｂとなる。
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【００４４】
　同様に、Ｌ＿Ｒ２，Ｌ＿Ｇ２，Ｌ＿Ｂ２の各値は、図７Ａにおける２５°ＣにおけるＲ
，Ｇ，Ｂ第１監視光量値をＭ２ｒ、Ｍ２ｇ，Ｍ２ｂとして用いると、それぞれＭ２ｒ＋（
０．８／０．２）×Ｍ２ｒ，Ｍ２ｇ＋（０．８５／０．１５）×Ｍ２ｇ，Ｍ２ｂ＋（０．
９／０．１）×Ｍ２ｂとなる。 
　そして、図７Ｂに示すＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤの発光量となるように、ＲＧＢ制御信号となる
ＲＧＢ駆動電流により、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤの発光量を調整するようにしても良い。 
　なお、図６に示す構成の一部を用いてＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御するように
しても良い。例えば、初期状態において、所定の条件を満たすようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２
７の発光量を設定した後は、（第２監視光量値５４ｂ、第３監視光量値５４ｃを用いない
で）第１監視光量値５４ａを用いて、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量が第１監視光量
値５４ａを維持するように、駆動電流制御回路５７ｒ，５７ｇ，５７ｂが駆動電流Ｄｉ＿
Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿ＢによりＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御するようにしても良
い。 
　次に第１の実施形態の第１変形例を説明する（図７Ａ，図７Ｂのテーブル５９，６０は
、第１の実施形態に含まれるとしている）。 
　第１の実施形態の第１変形例の光源ユニットは、図２の光源ユニット３において、Ｒ，
Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の温度を検出（測定）する、点線で示す温度センサ６１を、例えばピグ
テイルＬＤユニット２１に設けている。温度センサ６１の検出信号は、点線で示すように
温度測定回路２４に入力され、温度測定回路２４は、温度センサ６１により測定された温
度に対応する情報を、温度の情報に変換して発光制御回路２５に出力する。 
　上記温度センサ６１は、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量が温度に依存して変化すること
を補正するために使用される。Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７は、駆動電流を変えない場合におい
ても、温度が変化すると発光量が変化する。
【００４５】
　このため、本変形例においては、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の温度に応じてＲ，Ｇ，Ｂ＿Ｌ
Ｄ２７をそれぞれ発光させるＲＧＢ駆動電流としてのＲ駆動電流、Ｇ駆動電流、Ｂ駆動電
流を、例えばメモリ４１に格納する。なお、メモリ４１は、第１の実施形態におけるＬＵ
Ｔ４２等も格納する。 
　図８Ａは、メモリ４１に格納される温度に対応付けたＲＧＢ駆動電流としてのＲ駆動電
流、Ｇ駆動電流、Ｂ駆動電流のテーブル６２を示す。 
　なお、図８Ａに示す値は、ＲＧＢ駆動電流の１例を示すものである。例えば、４０°Ｃ
において、Ｒ駆動電流、Ｇ駆動電流、Ｂ駆動電流をそれぞれ２００ｍＡに設定した場合に
は、２５°Ｃにおいて同じ発光量を維持するためには１５０ｍＡ，１２５ｍＡ，１００ｍ
Ａに設定すれば良いことを示す。 
　このため、実際に、温度が４０°Ｃにおいて、Ｒ駆動電流、Ｇ駆動電流、Ｂ駆動電流を
それぞれ２００ｍＡに設定した場合には、そのまま利用でき、（２００ｍＡとは異なる例
えば１８０ｍＡ等の）異なる駆動電流に変更した場合には、他の温度での駆動電流も変更
する必要がある。
【００４６】
　なお、図８Ａのように温度に対応付けたＲＧＢ駆動電流を格納する代わりに、図８Ｂに
示すように、基準となる温度のＲＧＢ駆動電流からの倍率としたテーブル６３を格納する
ようにしても良い。 
　図８Ｂのテーブル６３は、温度が例えば４０°Ｃにおいて設定したＲＧＢ駆動電流が、
基準となる温度のＲＧＢ駆動電流となっている。このテーブル６３の場合には、温度セン
サ６１により検出（測定）された温度が２５°Ｃになると、４０°ＣのＲ駆動電流、Ｇ駆
動電流、Ｂ駆動電流をそれぞれ０．９０，０．７５，０．６０倍にしたＲＧＢ駆動電流に
設定すると良いことを表す。図８Ｂのテーブル６３の場合には、基準となる温度において
設定した駆動電流が変化しても、他の温度での駆動電流を倍率の情報を用いて簡単に算出
できるメリットがある。 
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　なお、ユーザが、図８Ａと図８Ｂとの一方を選択できるように両方のテーブル６２，６
３を備える構成にしても良い。その他の構成は、第１の実施形態と同様である。 
　本変形例によれば、温度が変化した場合において同じ発光量でＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７を
発光させる場合のＲＧＢ駆動電流を設定し易くなる。その他は、第１の実施形態と同様の
効果を有する。 
　なお、本変形例においては、２つの温度センサ４０，６１を備える構成を示しているが
、一方の温度センサのみを設け、他方の温度センサで測定しようとする測定対象物の温度
を一方の温度センサで測定した温度から推定するようにしても良い。
【００４７】
（第２の実施形態）
　次に本発明の第２の実施形態を説明する。図９は第２の実施形態の光源ユニット３Ｂを
示す。本実施形態では、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂと、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７とが相
互に近い位置に配置され、例えば分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの近傍に配置された温度
センサ４０により、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの温度と、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の温
度とを測定（検出）できるようにしている。 
　上述したようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量は、（ＲＧＢ駆動電流を変化させないよ
うにしても）温度により変化する。このため、温度によりＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量
が変化すると、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの出射光量が変化する。 
　そこで、本実施形態においては、第１の実施形態のＬＵＴ４２の代わりに図１０に示す
ようなＬＵＴ７１をメモリ４１に格納している。このＬＵＴ７１は、ＬＵＴ４２の場合の
ＲＧＢ分岐比の情報の他に、基準の温度でのＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を１倍にした
場合における、異なる各温度での発光量変化倍率の情報を格納している。なお、図１０に
おいては、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の各発光量としてＬ＿Ｒ，Ｌ＿Ｇ，Ｌ＿Ｂを付けて示し
ている。
【００４８】
　その他の構成は、第１の実施形態と同様の構成である。 
　第１の実施形態においては、温度が変化した場合、分岐比の値が変化するために、変化
した温度の分岐比の情報を用いて、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢがレーザ安全規格を満たすと
共に、初期状態と同じ光量を維持するように、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの監視に基づ
いて、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を、ＲＧＢ駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂ
により調整していた。 
　その場合においても、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量は、温度により変化するが、第１
の実施形態においては監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂに基づいて、温度に依存して発光量が
変化した場合にも、確実にレーザ安全規格を満たすように制御していた。 
　本実施形態においては、温度変化した場合、基準温度からの発光量の変化率の情報を予
め格納しておくことにより、より円滑に適切な発光量に設定し易くなる。 
　本実施形態の動作を、例えば第１の実施形態との比較において説明する。 
　例えば第１の実施形態及び本実施形態において、初期状態の温度として２５°Ｃにおい
て、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢがレーザ安全規格を満た
す状態の範囲内での（適正な）発光量に対応した発光量Ｌ＿Ｒ（２５），Ｌ＿Ｇ（２５）
，Ｌ＿Ｂ（２５）に設定したとする。なお、例えば、発光量Ｌ＿Ｒ（２５）は、２５°Ｃ
でのＲ＿ＬＤ２７Ｒの発光量を表す。
【００４９】
　この場合、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比は、０．２０、０．１５、０．１０
であるために、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢ（つまり、Ｉ＿Ｒ，Ｉ＿Ｇ，Ｉ＿Ｂ）の光量は、
Ｌ＿Ｒ（２５）×（１－０．２０），Ｌ＿Ｇ（２５）×（１－０．１５），Ｌ＿Ｂ（２５
）×（１－０．１０）となり、また、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ、Ｍ＿Ｇ、Ｍ＿Ｂの光量は、Ｌ
＿Ｒ（２５）×０．２０，Ｌ＿Ｇ（２５）×０．１５，Ｌ＿Ｂ（２５）×０．１０となる
。 
　この状態において、監視レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量調整（第１監視光量値になるよ
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うに調整）により、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量Ｌ＿Ｒ（２５），Ｌ＿Ｇ（２５），Ｌ
＿Ｂ（２５）をＲＧＢ駆動電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂにより調整する。 
　初期状態の設定で動作させて、例えば温度が４０°Ｃに上がったとする。この場合には
、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの分岐比は、０．２０，０．１５，０．１０からそれぞ
れ０．３０，０．３０，０．３０に変化する。
【００５０】
　第１の実施形態においては、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量が変化しないように、監視
レーザ光Ｍ＿Ｒ，Ｇ，Ｂの光量が４０°Ｃの第１監視光量値となるように、ＲＧＢ駆動電
流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿Ｂを調整することにより、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量
をＬ＿Ｒ（４０），Ｌ＿Ｇ（４０），Ｌ＿Ｂ（４０）を設定する。 
　この場合、Ｒ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量Ｌ＿Ｒ（４０），Ｌ＿Ｇ（４０），Ｌ＿Ｂ（
４０）を、直接的には設定しない。 
　これに対して、本実施形態においては、温度が変化した場合の前後におけるＲ，Ｇ，Ｂ
＿ＬＤ２７の発光量Ｌ＿Ｒ（４０），Ｌ＿Ｇ（４０），Ｌ＿Ｂ（４０）の変化倍率の情報
を参照できるようにしているので、１．０／０．８５、１．０／０．９０，１．０／０．
９５のように発光量を増大させることを行うことによって、より速やかに温度が変化した
場合の発光量Ｌ＿Ｒ（４０），Ｌ＿Ｇ（４０），Ｌ＿Ｂ（４０）に設定できる。
【００５１】
　なお、他の温度に変化した場合にも同様に動作する。本実施形態によれば、第１の実施
形態と同様に、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂが温度変化により分岐比が変化しても、レ
ーザ安全規格の条件を満たすようにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御できる。また、
ホワイトバランス状態に調整した場合には、温度が変化しても、ホワイトバランス状態を
維持することができる。 
　また、光源としてのＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量が温度変化により変化する特性を持
つ場合に対しても、第１の実施形態の場合と同様に、レーザ安全規格の条件を満たすよう
にＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を制御できる。 
　また、発光量変化倍率の情報を用いることにより、より速やかにＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７
の発光量を適正な発光量に設定できる。 
　なお、本実施形態においての変形例として、図１０に示すＬＵＴ７１の代わりに図１１
に示すように、温度変化を考慮してＲ，Ｇ，Ｂ＿ＬＤ２７の発光量を規定するＲＧＢ駆動
電流Ｄｉ＿Ｒ，Ｄｉ＿Ｇ，Ｄｉ＿ＢのＬＵＴ７２を持つようにしても良い。
【００５２】
　なお、図１１に示すＬＵＴ７２として、温度変化に応じて変化するＲＧＢ分岐比と、温
度変化に応じて変化するＲＧＢ＿ＬＤの発光量の変化とを考慮したＲＧＢ駆動電流値に設
定しても良い。 
　また、各温度において、ＬＵＴ７２のＲＧＢ駆動電流を維持するように制御する場合に
は、温度変化によるＲＧＢ＿ＬＤの発光量の変化に関する補正のパラメータを別個に持つ
必要がなくなるために、メモリ容量を節約することもできる。また、温度変化に応じて変
化するＲＧＢ分岐比の情報を使わないで制御できるようにすれば、更にメモリ容量を節約
することもできる。 
　なお、上述した第１の実施形態等においては、初期状態においてホワイトバランス状態
に設定した場合、温度が変化しても照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量を適正な一定の光量を
維持するように制御する例を説明したが、この場合に限定されるものでなく、この制御に
近い状態で制御するようにしても良い。 
　例えば、制御対象となる照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値が、最大ピーク光量値４３等
の所定の条件の境界値に近い値になった場合程、許容されるずれ量の範囲を小さくするよ
うに制御しても良い。
【００５３】
　換言すると、最大ピーク光量値４３よりも十分に小さい光量範囲の場合においては、照
射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値を一定でなく、可変させても良い。但し、照射レーザ光Ｉ
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で変化させると良い。 
　具体的には、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値を増加又は減少させる場合には、変化さ
せる前の状態での照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢ（のＩ＿Ｒ，Ｉ＿Ｇ，Ｉ＿Ｂ）の各光量値に比
例した値で増加又は減少させると良い。このように制御すると、照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢ
の光量値の変化前のホワイトバランス状態からの変化を抑制する作用を保持して光量値を
増加又は減少させることができる。 
　なお、上記のように照射レーザ光Ｉ＿ＲＧＢの光量値を変化させるように、Ｒ，Ｇ，Ｂ
＿ＬＤ２７の発光量を制御信号となるＲＧＢ駆動電流により変化させても良い。 
　また、上述した（変形例を含む）実施形態において、温度センサを設けることなく、例
えば監視用基板３９における光検出器３８ｒ，３８ｇ，３８ｂのノイズが温度に依存して
変化する（具体的には温度上昇と共にノイズが増大する）ため、そのノイズレベルから、
その近傍に配置される分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの温度を推定するようにしても良い
。また、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの温度と、分波器３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂの温度
とを推定に利用しても良い。 
　また、上述した実施形態等を部分的に組み合わせても良い。
【符号の説明】
【００５４】
１…走査型内視鏡装置、２…走査型内視鏡、３…光源ユニット、４…本体装置、５…表示
装置、６…光ファイバ、７…被検体、８…走査部、１０…駆動信号生成ユニット、１２…
受光用光ファイバ、１３…信号光検出ユニット、１４…信号光検出ユニット、１５…コン
トローラ、１６…画像生成回路、１６ａ…ホワイトバランス調整回路、２１…ピグテイル
ＬＤユニット、２２…光コンバイナ、２３…監視光受光器、２４…温度測定回路、２５…
発光制御回路、２９Ｒ，２９Ｇ，２９Ｂ…光ファイバ、３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂ…分波器
、３２Ａ，３２Ｂ…合波器、３８ｒ，３８ｇ，３８ｂ…光検出器、４０，６１…温度セン
サ、４１…メモリ、４２…ＬＵＴ、４３…最大ピーク光量値、４４…平均光量値、５１…
比較演算回路、５２ｒ，５２ｇ，５２ｂ…比較演算回路、５３ｒ，５３ｇ，５３ｂ…比較
回路、５４ａ，５４ｂ，５４ｃ…監視光量値、５７ｒ，５７ｇ，５７ｂ…駆動電流制御回
路、５８…演算制御回路、５９，６０，６２，６３…テーブル、
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